る 始末な ので、 大隅君 は 憤然、 職 を 辞した。 大隅君 は 

昔から、 決して 悪い 人ではなかった。 ただ 頗る 見識 

の 高い 人であった。 人の 無礼な 嘲笑に 対して、 堪忍 出 

来なかった。 いつでも 人に、 無条件で 敬服せられ てい 

なければ すまない ようであった。 けれども この 世の中 

の 人た ち は、 そんなに 容易に 敬服な どす る もので ない。 

大隅君 は 転々 と 職 を 変えた。 

ああ、 もう 東京 はい や だ、 殺風景す ぎる、 僕 は 北京 

に 行きたい、 世界で 一ばん 古い 都 だ、 あの 都 こそ、 僕 

の 性格に 適して いるの だ、 なぜと いえば、 —— と、 れ 

か "^はく るる 

い の 該博の 知識の 十分の 七く らい を縷々 と 私に 陳述し 



まる まる 

無い と 思った。 「〇 ォ クッタ とあります が、 この 〇 と 

いうの は、 百 円の 事です。 これ を 結納金と して、 あな 

たの ほうへ、 差 上げよ という 意味ら しいので すが、 何 

せどう も 突然の 事で、 何が 何やら ご 

「ごもっともで) J ざ います。 山 田さん が 郷里 へ お 帰リ 

になり ましたので、 私共 も 心細く 存じて ぉリ ましたと 

ころ、 昨年の 暮に、 大 隅さん から 直接、 私 どもの ほう 

へ お便りが ございまして、 いろいろ 都合 も あるから、 

式 は 来年の 四月まで 待っても らいたい という 事で、 私 

共 も それ を 信じて 今まで 待って おりました ような わけ 

でございます ご 信じて、 という 言葉が、 へんに 強く 私 
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